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本演題のキーワード
LTD (Learning Through Discussion)・協同学習
1. LTD:アクティブな話し合いを通した構造
化された学習法

2. アクティブな学習には協同の精神が必要
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「協同」とは

• 共同：力を合わせて事を行う
• 協同：共に心と力を合わせて物事を行う
• 協働：協力して働く
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協同の精神を培うには仕掛けが重要
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• 座席に番号を振ります。
確認いただけますか？

①番の方は右隣の②番の方に
「私、△△大の○○です。」
と伝えてください（5秒）。

②番の方は左隣の①番の方に
「私、□□大の○○です。」
とお伝えください（五秒）。
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では、やり方を変えます。



では、やり方を変えます。
• 協同学習とは
心を合わせて学んでいく姿勢
この精神がアクティブラーニングの礎
でもそれを実現するには
仕掛けが必要
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では、やり方を変えます。

• 協同学習とは
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ご協力ありがとうございました。

• 「仕掛け」があると、話すことができる。
• 「仕掛け」を使って協同の精神を培う。
• 「仕掛け」＝構造化されたプログラムと技法

学生主体の実習を実現するための必須要素：
• 構造化されたプログラム（指示無しで次にやることが判る。）

• 協同の精神（+それを促す技法）
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久留米大学の解剖学教育
• １年後期

組織学実習
骨学実習
人体の構築I
（内臓・感覚器・筋・骨格・脈管・末梢神経）

• ２年前期
肉眼解剖実習
人体の構築II （中枢神経）
個体の発生
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組織実習のスケジュール
1st. P

2nd. P

3rd. P
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学生主導のスケジュール
>G6

• 13:30~ZQ 90min
• 15:00 8R9�N/
• 15:15 8R
XB
• 15:45 8R
• #�'�@-

• #�'�V*

2011<=)]
• 13:30 ~ 14:30 core time 1
• 14:30 ~ 16:00 8R�
�7RC\

• 16:00 ~17:20 core time 2
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チームベースド・ラーニング導入(2010年度より）

TBL:チームベースドラーニング
学生が問題解決を、個人とチームで行いながら、
定められた目標を達成する授業方法・・・

（東京女子医大HPより）

• 4人グループ
– 学生間の互助による学習
– グループ間評価
– グループ内のコンペ

• 反転授業
– 事前の課題提示・冒頭の小テスト

• 講義の短縮
(10分程度×2回オリエンテーションのみ）
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課題シートの一例

Histology Class Kurume University School of Medicine 

 第 3回
10/2 
(木) 
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支持組織の一つ「結合組織」は，臓器と臓器の間を埋める充填組織であるとともに，腱や靭帯など運動・
骨格を維持する組織である．組織学的に結合組織は細胞とその細胞が作り出した多量の細胞外成分（細胞外基質；
extracellular matrix ECM）より構成され，後者はさらにコラーゲンに代表される線維成分とヒアルロン酸などの基質成分
に分けられる．これらの成分の組成の違いにより，組織・臓器の物性は大きく変わるのが本組織の特徴である．また，近年，
細胞外マトリックス成分が生体の情報伝達物質として、発生、分化、免疫、形態形成、再生など、様々な生命現象に関わる
ことが明らかと成っている．さらに，これらの変化が，ガンの浸潤や転移，炎症，変形性関節症，動脈硬化など様々な病態
に関わることが知られている．炎症など多くの病態の現場となる結合組織を理解することは，将来の病態の学習をする上で
も重要である．本実習では，組織の特徴のみならず，細胞外マトリックスというものの意義を考えて結合組織を理解いただ
きたい． 
 
学習項目 
��結合組織を構成する細胞群・線維成分の種類・基質成分の種類と役割をまとめる． 
��線維成分の組成や密度，方向性による物性の変化について説明できる． 
��基質成分とその役割について考える． 
��結合組織の分類・分布と特徴を列挙できる． 

 
実習項目 
��膠様組織，疎性結合組織，交織性強靱(密性)結合組織・平行性強靱(密性)結合組織を観察し，その違いを簡単なスケッ
チとともにまとめる．★印 

��脂肪組織の特徴と役割をまとめる． 小葉構造を作っているので，その一つを観察する． 
��（細網組織の特徴をまとめる（免疫系；リンパ性組織にて学習予定）） 

 
観察する上での注意点 
��線維芽細胞の核の見え方，コラーゲン線維の H&E 染色での見え方をまとめる． 

（余裕があれば平滑筋組織との見え方の違いを比較する．） 
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Keywords 
コラーゲン，膠原線維束（コラーゲン線維束; collagen bundle），弾性線維（elastic fiber）, 線維芽細胞（fibroblast） 
肥満細胞（mast cell）, /)$1.&3¾metachromasia¿, 脂肪細胞(fat cell, adipose cell)， 
Wharton's jelly<膠様組織>，粘膜下層<疎性結合組織>，腱<平行性強靱結合組織>，靭帯<平行性強靱結合組織>，皮下
組織<交織性強靱結合組織> 
 
観察推奨試料 
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ホームページに
自分で学習できる情報を掲載
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評価は4種類

• 3回の実習テスト 40%
• 5-6回の学習確認テスト（抜き打ち） 20%
• 3回の発表会（プロダクツ口演）

peer review評価 15%
• ポートフォリオ(レポート）評価 25%
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成果
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問題点：ディスカッションができない。

協同学習のための技法を組織実習に導入

導入後
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協同学習の基本技法
�J>P×シンク・ペア・シェア TPS
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協同学習の基本構造
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ジグソー学習風景
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では何が変わったのか？
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01 /� SD

2011 - -
2012 59.6 13.7
2013 62.0 12.2
2014				 55.4										10.2
2015 66.3 14.1
2016	 71.7 10.6



推察できること
構造化された実習に

協同の精神を促す技法を導入

• 学生間ディスカッションが活発化
• 日常の理解度が深まった
• 成績不良者の減少が見られた
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協同学習の知識なしに始めた実習
課題：

• 10％程度の学生はディスカッションが好きではない。
• 仲間に頼る学生の存在に対するクレームがある。etc

• 今年度：協同学習をベースとした15回のプログラム履修済
→LTD が可能なレベル。

→組織実習にLTDの本格導入を目指す
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協同の精神が十分培われていない?
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